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森
林
と
生
き
て
き
た
高
山
市
の
山
村
、

旧
久
々
野
町
・
旧
朝
日
村

地
域
の
歴
史

高
山
市
南
部
の
飛
騨
川
上
流
域

高
山
市
は
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
二
月
一
日 

大
野
郡
丹に
ゅ

生う

川か
わ

村
・

清き
よ

見み

村
・
荘
し
ょ
う

川か
わ

村
・
宮み
や

村
・
久く

ぐ々

野の

町
・
朝あ
さ

日ひ

村
・
高た
か

根ね

村
、
吉よ
し

城き

郡
国こ
く

府ふ

町
・
上か
み

宝
た
か
ら

村
を
編
入
し
、
面
積
が
合
併

前
の
一
三
九
・
五
七
㎢
か
ら
二
一
七

七
・
六
七
㎢
と
非
常
に
広
大
な
市
域
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
市
町
村
中

最
大
で
、
香
川
県
や
大
阪
府
よ
り
も
広

く
、
府
県
の
面
積
よ
り
も
広
い
市
町
村

は
全
国
で
唯

一
で
す
。

市
域
の
水
系
は
、
日
本
海
へ
流
れ
る

宮
川
・
大だ
い

八は
ち

賀が

川
・
小こ

八は
ち

賀が

川
（
神じ
ん

通つ
う

川
水
系
）、
庄
し
ょ
う

川
（
庄
川
水
系
）
と
、
太

平
洋
に
注
ぐ
飛
騨
川
（
木
曽
川
水
系
）

に
分
か
れ
、
市
内
に
位
く
ら
い

山や
ま

、
宮
峠
な
ど

の
分ぶ
ん

水す
い

嶺れ
い

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

飛
騨
川
は
、
飛
騨
山
脈
の
乗の
り

鞍く
ら

岳
（
標

高
三
，〇
二
六
ｍ
）
南
麓
・
旧
高
根
村

に
発
し
西
流
、
旧
朝
日
村
で
秋あ
き

神が
み

川
・

青あ
お

屋や

川
を
合
わ
せ
て
、
旧
久
々
野
町
で

南
流
に
転
じ
下げ

呂ろ

市
へ
流
れ
る
木
曽
川

第
一
の
支
川
で
す
。
今
号
で
は
、
こ
の

飛
騨
川
上
流
域
の

旧
久
々
野
町
・
旧

朝
日
村
を
中
心
に

取
り
上
げ
ま
す
。

　

も
と
も
と
高
山

市
一
帯
で
は
、
主

に
飛
騨
川
に
沿
っ

て
縄
文
時
代
の
遺

跡
が
数
多
く
発
掘

さ
れ
て
い
ま
す

が
、
久
々
野
町
と

朝
日
村
で
は
、
縄

文
前
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
遺
跡
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら

は
土
器
の
ほ
か
石せ
き

鏃ぞ
く

・
石せ
き

斧ふ

・
石せ
っ

剣け
ん

な

ど
の
石
器
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
久
々
野
町
の
堂ど
う

之の

上そ
ら

遺
跡

は
国
指
定
史
跡
で
、
昭
和
四
八
（
一
九

七
三
）
年
か
ら
昭
和
五
四
（
一
九
七

九
）
年
ま
で
七
次
に
わ
た
る
調
査
に
よ

り
、
四
三
基
の
竪た
て

穴あ
な

住
居
跡
、
二
〇
〇

以
上
の
土ど

壙こ
う

、
集
し
ゅ
う

石せ
き

な
ど
が
発
掘
さ
れ

て
い
ま
す
。
住
居
跡
は
縄
文
時
代
前
期

か
ら
中
期
末
に
か
け
て
の
も
の
が
知
ら

れ
て
お
り
、
住
居
の
復
元
な
ど
整
備
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
久
々
野
町
の
八
幡
神
社
に
は
、

永え
い

亨
き
ょ
う

八
（
一
四
三
七
）
年
の
裏
銘
が
あ

る
木も
く

造ぞ
う

聖
し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

立り
つ

像ぞ
う

が
残
さ
れ
て
お

り
、
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
に
岐
阜

県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
飛
騨
川

最
上
流
部
に
現
存
す
る
古
代
美
術
の
遺

産
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
木
氏
か
ら
金
森
氏
へ
の
飛
騨
支
配

古
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
当
地
域

の
動
向
を
記
し
た
史
料
は
極
め
て
少
な

く
、
支
配
者
の
氏
姓
な
ど
は
伝
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

室
町
時
代
の
飛
騨
国
は
、
幕
府
の
実

力
者
で
あ
っ
た
佐
々
木
（
京
き
ょ
う

極ご
く

）
道ど
う

誉よ

1

岐
阜
県
の
北
部
飛
騨
地
方
に
大
き
な
市
域
を
も
つ
高
山
市
。

そ
の
南
部
で
飛
騨
川
沿
川
の
旧
久
々
野
町
・
旧
朝
日
村
は
、
豊

か
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
林
業
に
よ
っ
て
生

計
を
た
て
る
村
が
多
か
っ
た
地
域
で
す
。

堂之上遺跡（住居復元）

木造聖観音立像祠

船山

青屋
小屋名

辻

立岩
見座

山梨

甲

大広

上ヶ見

柳島

久須母

万石

無数河

引下

小坊

長淀

木賊洞

阿多粕 胡桃島

宮之前
西洞

一之宿

久々野

渚

秋神ダム

朝日ダム

国道361号

木
曽
街
道

高
山
本
線

国
道
41
号

御岳山

木
曽
街
道

国道361
号
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無数河川

秋神川

旧久々野町

旧朝日村

下呂市

長
野
県

高山市



地
域
の
歴
史

が
守
護
に
補
任
さ
れ
飛
騨
南
部
を
中
心

に
支
配
し
、
飛
騨
北
部
は
後
醍
醐
天
皇

が
設
け
た
国
司
で
あ
っ
た
姉あ
ね

小こ
う

路じ

氏
が

支
配
し
て
い
ま
し
た
。
永え
い

享
き
ょ
う

七
（
一
四

三
五
）
年
に
京
極
氏
の
代
官
と
し
て
飛

騨
に
着
任
し
た
三
木
氏
は
、
応
仁
の
乱

（
一
四
六
七
〜
一
四
七
七
）
に
お
け
る

京
極
氏
の
内
紛
に
乗
じ
て
そ
の
支
配
地

を
征
し
、
美
濃
国
（
益ま
し

田だ

郡
か
ら
大
野

郡
中
央
部
）
ま
で
進
出
し
ま
し
た
。
こ

の
頃
、
当
地
域
に
は
在
地
の
領
主
と
し

て
甲
か
ぶ
と

城
（
朝
日
村
）
に
東と
う

藤ど
う

氏
、
黒
川

城
（
朝
日
村
）
に
黒
川
氏
が
い
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
三
木
氏
の
配
下
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
木
氏
は
飛
騨
北

部
の
姉
小
路
氏
な
ど
を
支
配
下
に
置

き
、
飛
騨
一
国
を
領
有
し
ま
し
た
。

天て
ん

正
し
ょ
う

一
〇
（
一
五
八
二
）
年
本
能
寺

の
変
に
よ
っ
て
天
下
統
一
を
目
前
に
し

て
い
た
織
田
信
長
が
没
す
る
と
、
そ
の

後
継
者
争
い
が
表
面
化
し
、
翌
一
一

（
一
五
八
三
）
年
に
羽
柴
秀
吉
が
柴
田

勝
家
を
討
ち
滅
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の

時
、
飛
騨
を
支
配
し
て
い
た
三
木
自よ
り

綱つ
な

は
秀
吉
に
下
ら
ず
、
越
中
の
佐さ
っ

さ々

成な
り

政ま
さ

に
同
調
し
た
た
め
、
天
正
一
三
（
一
五

八
五
）
年
八
月
、
秀
吉
は
大
軍
を
も
っ

て
成
政
を
討
伐
し
た
際
、
金か
な

森も
り

長な
が

近ち
か

に

飛
騨
攻
略
を
命
じ
ま
し
た
。
金
森
軍
は

南
北
二
手
か
ら
三
木
氏
の
居
城
・
松
倉

城
（
高
山
市
街
の
西
南
）
に
迫
り
、
八

月
二
〇
日
松
倉
城
は
落
城
し
、
飛
騨
の

支
配
は
三
木
氏
か
ら
金
森
氏
へ
移
り
変

わ
り
ま
し
た
。

金
森
高
山
藩
の
林
政

天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
、
金
森

長
近
は
越
前
大
野
か
ら
飛
騨
に
転
封
、

そ
の
後
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
家
康

に
従
い
飛
騨
一
国
を
安
堵
さ
れ
高
山
藩

が
成
立
し
ま
し
た
。
高
山
藩
は
、
高
山

城
の
築
城
に
必
要
な
木
材
を
調
達
す
る

た
め
、
飛
騨
で
は
最
初
の
本
格
的
な
採

取
林
業
を
行
い
、
大
量
伐
採
・
搬
出
の

組
織
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

は
、
杣そ
ま

と
呼
ば
れ
る
元も
と

伐ぎ
り

（
立
木
を
刈

り
倒
し
て
渡
場
ま
で
搬
送
す
る
）
人
足

を
確
保
す
る
た
め
に
、
金
・
米
・
塩
・

味
噌
な
ど
を
前
貸
し
し
て
、
刈
り
だ
し

た
材
木
を
定
め
て
お
い
た
金
額
か
ら
前

貸
し
金
・
米
代
な
ど
を
差
し
引
い
て
支

払
う
仕
組
み
で
し
た
。
元
伐
を
専
ら
生な
り

業わ
い

と
す
る
人
々
は
、
耕
作
地
の
少
な
い

山
間
地
の
村
に
定
住
し
て
、
伐
採
す
る

山
に
出
稼
ぎ
を
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

村
を
元
伐
村
と
い
い
、
阿あ

多だ

野の

郷
（
朝

日
村
・
高
根
村
・
久
々
野
町
の
一
部
）

は
、
そ
の
主
要
な
地
域
で
し
た
。
慶け
い

長
ち
ょ
う

一
〇
（
一
六
〇
五
）
年
の
高
山
藩
「
飛

騨
国
郷ご
う

村そ
ん

高た
か

帳
ち
ょ
う

」
で
は
、
阿
多
野
郷
は

大
野
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
八
年

後
の
高
山
藩
「
飛
騨
国
三
郷
高
帳
」
で

は
、
益
田
郡
小
坂
郷
に
組
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
小
坂
郡
も
元
伐
村
が
多
い
地

域
で
し
た
か
ら
、
こ
の
統
合
は
森
林
行

政
上
の
利
便
を
図
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

元げ
ん

禄ろ
く

五
年
（
一
六
九
二
）
年
に
五
代

藩
主
・
金
森
頼よ
り

時と
き

は
突
然
出
羽
国
上
か
み
の

山や
ま

藩
（
現
山
形
県
上
か
み
の

山や
ま

市
）
に
移
封
と
な

り
、
以
後
江
戸
時
代
を
通
し
て
幕
府
直

轄
地
と
な
り
ま
し
た
。

明
和
騒
動
と
元
伐
休
山

飛
騨
代
官
・
大
原
氏
の
治
政
に
反
対

し
て
発
生
し
た
明め
い

和わ

騒
動
・
安あ
ん

永え
い

騒

動
・
天て
ん

明め
い

騒
動
の
三
件
の
農
民
一
揆
を

総
称
し
て
大
原
騒
動
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
明
和
騒
動
は
、
明
和
八

（
一
七
七
一
）
年
一
〇
月
の
飛
州
御
用

木
元
伐
休
山
命
令
（
伐ば
つ

木ぼ
く

を
行
わ
な
い

こ
と
）
に
、
山
方
の
村
々
が
反
発
し
た

こ
と
が
発
端
で
、
阿
多
野
郷
（
寛か
ん

文ぶ
ん

四

（
一
六
六
四
）
年
の
高
帳
に
単
独
の
郷

と
し
て
記
載
が
あ
る
）
と
小
坂
郷
が
そ

の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

高
山
藩
時
代
か
ら
大
量
伐
採
を
続
け

て
き
た
飛
騨
の
森
林
は
、
こ
の
頃
、
南

方
の
阿
多
野
郷
・
小
坂
郷
は
ほ
と
ん
ど

刈
り
尽
く
し
、
元
伐
は
北
方
の
白
川

山
・
高
原
山
ま
で
出
稼
ぎ
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
幕
府
勘
定
奉
行
か

ら
代
官
・
大
原
彦
四
郎
に
宛
て
た
「
休
や
す
み

山や
ま

一
件
御ご

印い
ん

状
じ
ょ
う

写
う
つ
し

」
は
、
多
年
の
乱
伐

に
よ
る
木
材
の
品
質
低
下
と
経
費
節
減

を
休
山
の
理
由
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

元
伐
で
生
計
を
た
て
て
い
た
元
伐
村

の
人
々
に
と
っ
て
、
休
山
の
決
定
は
死

活
問
題
で
し
た
。
明
和
八
（
一
七
七

一
）
年
一
二
月
、
三
郡
村
々
の
総
集
会

が
飛
騨
国こ
く

分ぶ
ん

寺じ

で
開
か
れ
、
一
部
は
暴

徒
化
し
て
商
家
の
打
ち
こ
わ
し
な
ど
を

お
こ
し
ま
し
た
。
幕
府
は
首
謀
者
に
厳

し
い
処
分
を
課
す
一
方
、
村
方
か
ら
出

さ
れ
た
嘆
願
に
つ
い
て
そ
れ
な
り
の
配

慮
を
示
し
ま
し
た
。
元
伐
に
つ
い
て

は
、
翌
九
年
に
な
っ
て
、
阿
多
野
・
小

坂
二
郷
の
四
八
ヶ
村
に
、
休
山
中
で
も

山
方
買か
い

請う
け

米ま
い

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
元
伐
は
休
山
と
規
模
縮
小

を
繰
り
返
し
、
つ
い
に
文ぶ
ん

久
き
ゅ
う

元
（
一
八

六
一
）
年
、
元
伐
村
の
御
用
木
生
産
は

終
了
し
ま
し
た
。
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飛
騨
川
上
流
の
電
源
開
発

朝
日
・
秋
神
ダ
ム

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

朝
日
・
秋
神
ダ
ム
建
設
計
画

太
平
洋
戦
後
の
日
本
で
は
、
電
力
需

要
が
大
幅
に
増
え
る
一
方
で
、
発
電
能

力
は
な
か
な
か
増
加
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
電
力
業
界
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
全
国
の
水
系

で
電
源
開
発
を
計
画
し
ま
し
た
。
水
量

と
落
差
が
大
き
い
飛
騨
川
上
流
部
は
発

電
に
適
し
て
い
た
の
で
、
小
坂
発
電

所
・
瀬
戸
発
電
所
な
ど
六
ヶ
所
の
施
設

が
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
、
中
部

地
方
の
電
力
界
の
中
核
で
あ
っ
た
日
本

発
送
電
株
式
会
社
（
後
の
中
部
電
力
）

は
、
開
発
の
具
体
的
な
計
画
の
段
階

で
、
地
形
的
に
最
適
な
朝
日
村
地
内

二
ヶ
所
に
、
下
流
九
ヶ
所
の
発
電
所
の

渇
水
期
の
発
電
量
確
保
を
目
的
と
す
る

貯
水
ダ
ム
の
建
設
計
画
を
進
め
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
村
内
黒
川
地
先
に
、

日
本
発
送
電
株
式
会
社
朝
日
調
査
事
務

所
を
設
け
、
ダ
ム
建
設
の
た
め
の
調
査

を
開
始
し
ま
し
た
。

一
方
、
戦
争
で
疲
弊
し
て
い
た
朝
日

村
を
は
じ
め
と
す
る
飛
騨
地
域
に
と
っ

て
、
ダ
ム
建
設
と
い
う
大
事
業
の
計
画

は
、
ま
さ
に
朗
報
で
し
た
。
昭
和
二
三

（
一
九
四
八
）
年
、
朝
日
村
は
電
源
開

発
受
け
入
れ
の
た
め
、
村
長
を
委
員
長

と
す
る
日
本
発
送
電
株
式
会
社
朝
日
ダ

ム
建
設
対
策
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
委
員
会
は
、
水
利
権
問
題
や
個
々

の
権
益
・
補
償
な
ど
の
重
要
事
項
に
つ

い
て
取
り
組
み
会
合
を
重
ね
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
の
早
期
実
現
を
促
す
た

め
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
に
高

山
市
長
を
は
じ
め
飛
騨
三
郡
の
町
村
長

会
長
、
県
議
会
議
員
六
名
に
朝
日
村

長
、
坂
下
村
長
（
恵
那
郡
）
を
加
え
た

一
二
名
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
朝
日
ダ

ム
建
設
期
成
同
盟
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
翌
年
、
同
盟
会
は
、
飛
騨
地
方
の

不
況
と
失
業
者
増
加
の
現
状
を
訴
え
、

ダ
ム
建
設
に
か
か
る
期
待
の
大
き
さ
を

示
す
陳
情
書
を
、
日
本
発
送
電
株
式
会

社
に
送
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
・
秋
神
ダ
ム
建
設
工
事

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
、
電
力

再
編
成
に
よ
っ
て
、
日
本
発
送
電
・
中

部
配
電
を
含
む
九
発
電
会
社
は
解
散

し
、
か
わ
っ
て
中
部
電
力
な
ど
民
営
の

九
電
力
会
社
が
発
足
し
ま
し
た
。
日
本

発
送
電
の
電
源
開
発
計
画
は
中
部
電
力

が
継
承
し
、
朝
日
ダ
ム
建
設
計
画
も
受

け
継
が
れ
ま
し
た
。

計
画
は
、
飛
騨
川
本
流
に
朝
日
ダ

ム
、
支
流
の
秋
神
川
に
秋
神
ダ
ム
を
建

造
し
て
大
規
模
貯
水
池
と
し
、
朝
日
ダ

ム
直
下
に
朝
日
発
電
所
を
設
置
、
さ
ら

に
下
流
に
東
上
田
発
電
所
を
建
設
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
当
初
計
画
で

は
、
朝
日
ダ
ム
高
さ
七
二
ｍ
・
秋
神
ダ

ム
高
さ
五
九
ｍ
で
し
た
が
、
貯
水
量
を

増
や
す
た
め
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
を
一
二
ｍ

嵩
上
げ
し
ま
し
た
。
こ
の
両
貯
水
池
は

長
さ
一
・
七
七
㎞
の
圧
力
随
道
で
連
結

さ
れ
、
総
貯
水
量
は
合
計
で
約
四
千
立

方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
し
た
。
工
事
の

正
式
着
工
は
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）

年
一
二
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
発
電
所
は
、
朝
日
ダ
ム
貯
水
池

か
ら
一
〇
五
ｍ
の
水
圧
鉄
管
で
導
水
し

て
、
二
万
五
〇
〇
kw
を
発
電
す
る
も
の

で
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
一
二

月
に
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

の
下
流
に
、
ダ
ム
の
貯
水
を
有
効
に
利

用
す
る
た
め
東
上
田
発
電
所
（
三
万
五

〇
〇
kw
・
下
呂
市
）
が
建
設
さ
れ
、
さ

ら
に
既
設
の
発
電
所
で
も
年
間
発
電
量

を
大
幅
に
増
や
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
で
は
、
従
来
見
ら
れ
な

か
っ
た
大
型
の
掘
削
機
が
導
入
さ
れ
、

そ
の
威
力
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
国
産

第
一
号
の
パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
（
日
立

製
）
が
使
わ
れ
、
国
産
機
器
の
性
能
が

試
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
用
の
資
材
輸
送

3

戦
後
の
電
力
不
足
の
中
で
、
飛
騨
川
上
流
の
水
源
開
発
と
し
て
、

朝
日
・
秋
神
ダ
ム
が
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
二
つ
の
貯
水
池
の
完
成
に

よ
っ
て
飛
騨
川
の
発
電
量
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
地
元
の
朝
日
村
に

も
多
大
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

白川
朝日貯水池

秋神ダム

朝日ダム



地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

に
は
、
久
々
野
駅
か
ら
ダ
ム
工
事
現
場

ま
で
約
一
六
㎞
の
区
間
で
索さ
く

道ど
う

（
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
）
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
索
道

は
飛
騨
川
に
沿
っ
て
二
本
の
架
線
施
設

が
設
け
ら
れ
、
工
事
期
間
中
は
、
滑
車

の
音
が
絶
え
間
な
く
響
い
た
そ
う
で

す
。朝

日
・
秋
神
ダ
ム
に
続
い
て
久
々
野

発
電
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
朝
日
村

浅
井
に
堰
堤
を
築
き
、
こ
の
水
を
久
々

野
町
小こ

坊ぼ
う

に
建
設
し
た
久
々
野
発
電
所

ま
で
約
一
一
・
七
㎞
を
隧ず
い

道ど
う

で
導
水
す

る
も
の
で
、
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）

年
操
業
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
隧
道
に

よ
っ
て
、
黒
川
・
甲
・
小こ

谷た
に

な
ど
の
地

区
で
地
下
水
が
隧
道
に
引
か
れ
て
、
谷

水
や
簡
易
水
道
の
水
源
が
涸
れ
た
り
少

な
く
な
る
支
障
が
生
じ
た
た
め
、
会
社

側
の
補
償
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
毎
に

改
善
処
置
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
建
設
の
恩
恵

朝
日
村
は
朝
日
・
秋
神
ダ
ム
の
建
設

か
ら
、
様
々
な
形
で
大
き
な
恩
恵
を
受

け
ま
し
た
。
工
事
に
は
五
〇
〇
人
ほ
ど

の
作
業
員
が
関
わ
り
、
黒
川
と
寺
附
に

バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
宿
舎
が
建
並
び
、
中

に
は
一
家
で
移
住
し
て
き
た
家
族
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
地
元
の
雑
貨
商
が

店
を
出
し
、
飲
食
店
や
歓
楽
街
が
で
き

る
な
ど
ダ
ム
工
事
繁
華
街
が
出
現
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
映
画
館
や
パ
チ
ン
コ
店

ま
で
営
業
す
る
よ
う
に
な
り
、
工
事
特

需
に
沸
き
ま
し
た
。

ダ
ム
建
設
で
は
多
く
の
場
合
、
国

道
・
県
道
な
ど
の
付
け
替
え
や
現
有
道

路
の
機
能
回
復
が
補
償
さ
れ
ま
す
。
朝

日
村
で
は
こ
の
補
償
の
枠
を
超
え
た
道

路
拡
幅
・
付
帯
施
設
の
整
備
な
ど
の
折

衝
を
重
ね
て
獲
得
し
、
地
域
内
の
交
通

の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

ダ
ム
の
存
在
は
、
村
の
財
政
に
も
大

き
な
潤
い
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
村
の

自
主
財
源
で
あ
る
地
方
税
の
固
定
資
産

税
の
中
に
、
工
場
な
ど
規
模
の
大
き
い

事
業
所
に
課
せ
ら
れ
る
大
規
模
償
却
資

産
税
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
〇
年
度
に

は
、
ダ
ム
施
設
の
資
産
税
が
二
，〇
八

一
万
五
千
円
に
の
ぼ
り
、
固
定
資
産
税

の
九
〇
％
を
占
め
ま
し
た
。
朝
日
村
は

三
〇
年
度
か
ら
三
年
間
、
地
方
交
付
税

の
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

貯
水
池
に
水
没
し
た
地
区

地
域
に
大
き
な
便
益
を
も
た
ら
し
た

ダ
ム
建
設
で
し
た
が
、
一
方
で
貯
水
池

に
水
没
す
る
地
区
の
住
民
に
と
っ
て

は
、
住
み
慣
れ
た
先
祖
伝
来
の
地
か
ら

立
ち
退
く
苦
渋
の
決
断
を
強
い
る
も
の

で
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
小お

瀬ぜ

ヶが

洞ほ
ら

地
区
ま
で
が
水
没
の
対
象
で
し
た

が
、
貯
水
量
を
増
す
た
め
ダ
ム
の
高
さ

を
高
く
す
る
計
画
変
更
に
よ
っ
て
黍き
び

生ゆ
う

谷だ
に

地
区
ま
で
範
囲
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
両
地
区
の
住
民

は
勿
論
、
上
流
部
の
人
々
も
衝
撃
を
受

け
、
秋
神
地
域
全
体
で
反
対
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
朝
日
村
は
、
村
始

ま
っ
て
以
来
の
大
き
な
問
題
に
対
し
て

慎
重
に
施
策
を
練
っ
て
取
り
組
み
、
中

部
電
力
と
の
折
衝
も
粘
り
強
く
行
っ
た

結
果
、
水
没
地
区
の
人
々
の
理
解
を
得

て
、
事
業
の
完
成
を
見
ま
し
た
。

転
出
者
は
一
八
六
名
で
、
そ
の
多
く

が
こ
れ
ま
で
同
様
の
営
農
生
活
を
希
望

し
、
高
山
市
と
そ
の
周
辺
地
域
の
ほ

か
、
恵
那
郡
な
ど
に
移
転
し
ま
し
た
。

村
で
は
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
、

転
出
者
の
望
郷
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
、
ダ
ム
湖
の
ほ
と
り
に
「
ふ
る
さ

と
の
森
」
記
念
公
園
を
造
園
し
ま
し

た
。■

参
考
文
献

『
朝
日
村
史

　第
四
巻
』
朝
日
村

　平
成
一
〇
年
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「ふるさとの森」記念公園

久々野ダム

久々野発電所



木
曽
三
川
下
流
域
の
豪
雨
災
害

　（二
）

郡
上
八
幡
、
大
垣
・
高
須
輪
中
を

沈
め
た
明
治
期
の
豪
雨

歴
史
記
録

木
曽
三
川
で
の
豪
雨
災
害
の
一
例
と

し
て
、
明
治
年
代
に
上
流
域
の
郡
上
八

幡
と
下
流
域
の
大
垣
・
高
須
輪
中
を

襲
っ
た
豪
雨
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年

八
月
に
郡
上
八
幡
を
襲
っ
た
豪
雨

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
八
月
一

六
日
夜
、
九
州
南
東
方
沖
へ
接
近
し
た

低
気
圧
は
、
岐
阜
県
に
一
七
日
朝
か
ら

一
九
日
に
豪
雨
、
一
九
日
に
雷
雨
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
翌
一
九
日
の
朝
、
九
州
南

部
に
発
生
し
た
低
気
圧
が
、
日
本
海
沿

岸
に
雨
を
降
ら
せ
、
特
に
郡
上
地
方
は

激
甚
を
極
め
ま
し
た
。

（
一
）
郡
上
八
幡
の
慈
恩
禅
寺
裏
山
の

崩
壊郡

上
八
幡
の
慈じ

恩お
ん

禅ぜ
ん

寺じ

は
、
慶け
い

長
ち
ょ
う

一

一
（
一
六
〇
六
）
年
、
八
幡
城
主
遠
藤

慶よ
し

隆た
か

が
京
都
妙
心
寺
の
半は
ん

山ざ
ん

禅
師
を
迎

え
て
創
建
し
た
寺
で
す
。

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
八
月
は

一
六
日
ま
で
雨
が
降
ら
ず
、
一
七
日
頃

か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
一
転
し
て
止
ま

ず
、
連
日
降
り
続
け
ま
し
た
。
二
一
日

の
午
後
四
時
頃
に
は
、
吉
田
川
の
宮
ケ

瀬
橋
下
流
に
架
か
っ
て
い
た
仮
橋
が
流

さ
れ
る
寸
前
と
な
り
、
二
二
日
の
午
後

か
ら
再
び
豪
雨
に
な
り
ま
し
た
。
夜
に

入
っ
て
濁
流
の
激
し
さ
は
さ
ら
に
増

し
、
各
家
は
吊
り
提
灯
を
軒
先
に
出
し

て
警
戒
出
動
す
る
人
び
と
の
往
来
に
便

宜
を
与
え
ま
し
た
。

一
九
日
〜
二
三
日
ま
で
の
降
雨
量

は
、
八
幡
の
年
間
降
雨
量
の
三
分
の
一

に
も
相
当
す
る
約
九
四
〇
㎜
で
、
二
二

日
午
前
一
〇
時
〜
二
三
時
一
〇
分
ま
で

に
は
六
二
〇
㎜
で
し
た
。

①
崩
壊
直
前

二
二
日
午
後
一
二
時
頃
か
ら
雨
は
さ

ら
に
激
し
く
な
り
、
吉
田
川
に
注
ぐ
右

支
川
の
小こ

駄だ

良ら

川が
わ

と
左
支
川
の
犬い
ん

啼な
き

川

や
乙お
と

姫ひ
め

川
も
水
嵩
を
増
し
ま
し
た
。
慈

恩
禅
寺
は
東と
う

殿ど

山や
ま

か
ら
の
濁
流
が
流
れ

る
乙
姫
川
の
右
岸
側
に
あ
り
ま
し
た
。

流
木
が
乙
姫
川
の
乙
姫
橋
に
架
か

り
、
橋
で
堰
上
げ
ら
れ
た
濁
水
が
氾
濫

し
、
乙
姫
川
左
岸
側
の
新
町
や
今
町
裏

手
の
石
垣
は
ほ
と
ん
ど
崩
壊
し
、
最さ
い

勝
し
ょ
う

寺じ

大
門
通
り
の
幅
約
一
・
五
ｍ
の
石
畳

も
す
べ
て
流
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
乙

姫
川
右
岸
の
町
内
一
帯
は
、
深
い
と
こ

ろ
で
床
上
七
〇
㎝
に
達
し
、
家
か
ら
タ

ン
ス
な
ど
が
流
れ
出
し
ま
し
た
。

二
三
日
午
前
零
時
、
吉
田
川
の
仮
橋

と
そ
の
上
流
の
宮
ケ
瀬
橋
が
流
失
、
吉

田
川
を
挟
ん
だ
両
岸
の
交
通
は
断
た
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
水
防
巡
視
用
に
供
し
た
吊
り

提
灯
か
ら
出
火
し
、
豪
雨
の
な
か
、
吉

田
川
左
岸
側
の
北
町
消
防
団
は
火
事
を

見
守
る
ほ
か
な
く
、
倒
壊
し
た
民
家
二

軒
と
八
幡
郵
便
局
が
全
焼
し
ま
し
た
。

②
裏
山
の
崩
壊

乙
姫
川
周
辺
の
人
び
と
は
、
慈
恩
禅

寺
や
島
谷
小
学
校
に
難
を
逃
れ
て
い
ま

し
た
。
二
三
日
午
前
五
時
頃
、
轟
音
と

と
も
に
慈
恩
禅
寺
の
裏
山
が
長
さ
約
二

〇
〇
ｍ
あ
ま
り
崩
壊
し
、
山
門
と
勅
ち
ょ
く

使し

門も
ん

だ
け
を
残
し
て
、
本
堂
、
坊
経
堂
、

鐘
し
ょ
う

楼ろ
う

な
ど
付
近
一
帯
が
約
九
ｍ
も
土
砂

に
埋
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

寺
に
避
難
し
て
い
た
数
十
名
の
う

ち
、
寺
の
小
僧
二
人
を
含
む
二
六
名
が

生
き
埋
め
と
な
り
ま
し
た
。
生
き
埋
め

は
、
二
歳
〜
一
三
歳
ま
で
の
子
供
を
は

じ
め
、
母
親
と
女
児
な
ど
、
母
親
と
子

供
た
ち
が
主
で
し
た
。
寺
に
女
子
供
を

避
難
さ
せ
、
男
た
ち
は
吉
田
川
や
乙
姫

川
で
の
警
戒
・
救
援
活
動
に
出
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
五
人
の
父
親
が
家
族
全

員
を
亡
く
し
ま
し
た
。

赤
土
で
全
身
土
ま
み
れ
と
な
っ
た
遺

体
は
、
二
五
日
ま
で
に
腐
乱
が
進
ん
だ

状
態
で
掘
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
二
）
豪
雨
と
共
に
流
失
・
出
現
し
た

石
造
物

①
犬い
ん

啼な
き

水
神

旧
庁
舎
前
の
駐
車
場
内
に
祀
っ
て
あ

る
男
女
一
対
の
「
犬
啼
水
神
」
は
二
度

も
地
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
不
思
議
な
水

神
で
す
。

文ぶ
ん

久
き
ゅ
う

元
（
一
八
六
一
）
年
、
東
町
の

郷
士
古
田
栄
左
衛
門
は
貯
え
て
い
た
天

然
氷
を
病
に
臥
し
た
六
代
藩
主
青
山
幸ゆ
き

哉し
げ

の
奥
方
に
献
上
し
、
奥
方
の
病
を
完

治
さ
せ
ま
し
た
。

古
田
は
、
熱
病
の
治
療
に
用
い
る
氷

を
つ
く
る
水
田
を
犬
啼
谷
で
造
っ
て
い

5
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流失後に架けられたと考えられる明治42年の

宮ヶ瀬橋（刎橋）。（『郡上』より）



歴
史
記
録

る
最
中
に
、
土
中
か
ら
一
対
の
男
女
神

を
見
つ
け
、
水
神
と
し
て
祀
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
水
神
が
、
慈
恩
禅
寺
を
埋

没
さ
せ
た
集
中
豪
雨
に
よ
る
山
崩
れ
で

流
失
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
七
〇
年
近
く
経
た
昭
和
三

七
（
一
九
六
二
）
年
、
犬
啼
谷
を
水
源

と
す
る
八
幡
町
の
上
水
道
工
事
の
最
中

に
、
一
対
の
水
神
が
再
び
土
砂
か
ら
現

れ
た
の
で
す
。

②
常
盤
電
気
地
蔵
尊

八
幡
町
役
場
分
室
横
に
、「
常
盤
電

気
地
蔵
尊
」
が
祀
っ
て
あ
り
ま
す
。
文ぶ
ん

化か

七
（
一
八
一
〇
）
年
、
常
盤
町
に
住

ん
で
い
た
佐
藤
将
監
が
、
水
死
者
の
供

養
と
水
難
除
け
の
た
め
に
地
蔵
尊
を
建

立
し
、
吉
田
川
の
学
校
橋
下
流
の
将
監

淵
の
岩
上
に
奉
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
地
蔵
尊
も
犬
啼
水
神
と
同
様
、
吉
田

川
の
大
洪
水
で
行
方
不
明
と
な
り
ま
し

た
。八

幡
水
力
電
気
合
資
会
社
が
常
盤
町

に
発
電
所
を
建
設
し
て
い
た
明
治
四
〇

（
一
九
〇
七
）
年
頃
、
以
前
の
安
置
場

所
か
ら
約
三
〇
ｍ
下
流
の
川
底
か
ら
地

蔵
尊
が
現
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
現
在

地
に
奉
り
、
そ
の
日
を
例
祭
日
と
し

て
、
毎
年
救
命
と
水
難
除
け
の
祈
願
が

七
月
二
五
日
前
後
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。二

、
大
垣
輪
中
と
高
須
輪
中
を
沈

め
た
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年

の
豪
雨

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
は
全
国

的
に
雨
の
多
い
年
で
、
日
本
の
各
地
で

洪
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

木
曽
三
川
流
域
で
は
、
①
七
月
一
九

日
に
は
前
線
に
よ
る
大
雨
、
②
八
月
三

〇
日
に
は
台
風
に
よ
る
大
出
水
、
③
九

月
八
日
〜
一
一
日
に
か
け
て
の
降
雨
、

と
三
度
も
大
洪
水
が
発
生
し
て
お
り
、

中
で
も
、
七
月
と
九
月
の
降
雨
が
木
曽

三
川
下
流
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

（
一
）
七
月
と
九
月
の
降
雨
と
被
害

①
七
月
の
降
雨

七
月
一
九
日
の
朝
、
九
州
南
方
沖
に

接
近
し
た
低
気
圧
は
各
地
に
大
雨
を
降

ら
せ
、
岐
阜
地
方
で
は
一
九
日
夜
半
よ

り
降
雨
は
連
続
し
、
二
〇
日
、
二
一
日

は
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。
二
二
日
に
各

河
川
と
も
に
大
出
水
を
見
る
に
至
り
、

木
曽
・
長
良
・
揖
斐
川
、
そ
の
他
大
小

の
諸
川
は
こ
と
ご
と
く
氾
濫
し
、
堤
防

は
至
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
て
各
輪
中
に

氾
濫
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
の
被
害
区
域
は
一
市
二
五
郡

の
八
二
八
ヶ
町
村
に
及
び
、
輪
中
堤
防

で
決
壊
し
な
か
っ
た
の
は
わ
ず
か
に
加

納
・
森
部
・
牧
の
三
輪
中
だ
け
で
し

た
。
被
害
は
死
者
四
九
人
、
流
失
家
屋

九
一
九
戸
、
崩
壊
家
屋
四
，〇
六
四
戸
、

床
上
浸
水
一
一
，
二
二
〇
戸
に
及
び
、

炊
出
し
救
助
を
受
け
た
人
は
一
九
万
人

に
達
し
て
い
ま
し
た
。

②
九
月
の
洪
水

七
月
洪
水
の
被
害
が
ま
だ
復
旧
し
て

い
な
い
八
月
三
〇
日
に
、
暴
風
雨
が
尾

張
地
方
を
襲
い
、
家
屋
崩
壊
三
，
九
九

九
戸
、
半
壊
二
，
八
九
四
戸
の
被
害
を

与
え
た
の
も
束
の
間
、
九
月
四
日
に
新

た
に
低
気
圧
が
対
馬
海
峡
西
水
道
に
発

生
し
、
五
日
に
瀬
戸
内
海
に
副
低
気
圧

が
現
わ
れ
、
各
地
方
と
も
引
き
続
き
大

雨
と
な
り
ま
し
た
。

岐
阜
地
方
で
は
、
九
月
六
日
午
前
よ

り
降
り
始
め
た
雨
は
、
午
後
に
至
り
激

し
い
豪
雨
と
な
り
、
七
日
ま
で
豪
雨
が

断
続
し
ま
し
た
。

一
〇
日
ま
で
停
滞
し
て
い
た
低
気
圧

は
、
一
〇
日
同
夜
、
紀
伊
西
部
に
上
陸

し
ま
し
た
。
岐
阜
地
方
で
は
一
一
日
夜

半
〜
一
二
日
明
け
方
に
わ
た
っ
て
烈
し

い
風
雨
と
な
り
、
被
害
は
－
層
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

飛
騨
、
郡
上
、
恵
那
地
方
の
洪
水
被

害
は
小
さ
か
っ
た
の
で
す
が
、
西
濃
地

方
は
七
月
の
洪
水
の
復
旧
前
で
あ
っ
た

た
め
、
被
害
は
一
層
激
化
し
て
、
堤
防

は
各
所
で
切
れ
、
死
者
五
八
人
、
流
失

家
屋
三
，
七
三
八
戸
、
崩
壊
家
屋
五
，

三
七
七
戸
、
堤
防
の
決
壊
二
，
二
四

五
ヶ
所
、
炊
出
し
を
受
け
た
人
は
二
七

万
人
に
達
し
ま
し
た
。

（
二
）
大
垣
輪
中
の
決
壊

大
垣
輪
中
は
、
七
月
二
一
日
の
夕
方

に
破
堤
し
ま
し
た
。
破
堤
地
は
、
福
束

大
橋
西
端
の
揖
斐
川
右
岸
・
水
門
川
排

水
機
場
（
大
垣
市
横
曽
根
）
か
ら
約

一
・
七
㎞
上
流
の
今
福
町
の
揖
斐
川
右

岸
で
、
約
五
〇
間
（
約
九
〇
ｍ
）
が
崩

れ
始
め
、
つ
い
に
長
さ
一
〇
〇
余
間

（
約
一
八
〇
ｍ
）
に
わ
た
っ
て
堤
防
が

破
堤
し
、
濁
流
が
大
垣
輪
中
を
襲
い
ま

し
た
。
な
お
、
今
福
で
の
破
堤
時
間

は
、
一
八
時
か
ら
一
九
時
五
〇
分
と
記

録
毎
に
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
二
一
日

の
夕
刻
、
揖
斐
川
左
岸
の
高
須
・
福

束
・
結
輪
中
等
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
破
堤

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
九
月
八
日
午
前
八
時
、
揖
斐

川
・
杭
瀬
川
・
相
川
・
牧
田
川
の
四
川

の
濁
水
が
大
垣
輪
中
に
流
れ
込
み
、
水

位
は
七
月
水
害
の
時
よ
り
一
・
一
ｍ
も

高
く
、
深
い
所
で
は
地
面
か
ら
四
・
二

ｍ
も
浸
水
し
、
二
階
の
上
ま
で
達
し
ま

し
た
。
今
で
も
大
垣
城
の
石
垣
に
、
こ

の
時
の
浸
水
深
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
今
福
堤
防
決
壊
の
碑
」
が
破
堤
口

に
建
て
ら
れ
、
こ
の
地
点
が
七
月
と
九

月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
破
堤
し
、
文
化

一
二
（
一
八
一
五
）
年
に
も
破
堤
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
金
森
吉
次
郎
に
よ
る
乙み

澪よ

切
り

乙
澪
切
り
は
、
輪
中
内
に
浸
水
し
た

内
水
を
排
除
す
る
手
法
で
あ
り
、
排
水

機
場
が
無
い
時
代
に
は
破
堤
に
よ
っ
て

輪
中
内
に
滞
留
し
た
濁
水
を
排
水
さ
せ

る
た
め
、
非
常
手
段
と
し
て
輪
中
の
低

位
部
堤
防
を
意
図
的
に
開
削
し
ま
し

た
。揖

斐
川
が
や
や
減
水
し
、
水
門
川
の

逆
水
留
め
門
扉
も
開
い
た
の
で
、
七
月

6
今福堤防決壊の碑

八幡町役場分室横の「常盤電気地蔵尊」 犬啼水神



歴
史
記
録

二
三
日
午
前
一
時
頃
か
ら
金
森
吉
次
郎

ら
は
、
大
垣
輪
中
最
南
端
の
「
横
曽
根
」

地
先
の
堤
防
の
乙
澪
切
り
に
着
手
し
ま

し
た
。
こ
の
乙
澪
切
り
で
、
輪
中
内
の

濁
水
は
一
挙
に
揖
斐
川
へ
流
れ
出
し
、

八
，〇
〇
〇
戸
の
家
屋
と
四
〇
，〇
〇
〇

人
の
命
を
救
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
九
月
に
も
乙
澪
切
り
が「
横
曽

根
」
地
先
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
長
島
輪
中
で
も
、
七
月
二
一

日
に
小
島
地
先
（
現
大
倉
団
地
の
東
半

分
の
地
）
の
堤
防
が
決
壊
し
、
長
島
輪

中
が
洪
水
で
沈
ん
だ
た
め
、
入
水
箇
所

の
反
対
側
の
大
島
堤
を
切
り
破
っ
て
排

水
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
三
）
高
須
輪
中
の
状
況

元
岐
阜
県
海
西
下
石
津
郡
長
の
山
下

中
二
が
当
時
の
状
況
を
詳
し
く
記
録
し

て
い
ま
す
。

表
は
、
山
下
に
よ
る
水
害
記
を
時
系

列
で
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
同
表

よ
り
、
早
く
も
七
月
二
一
日
の
午
後
に

は
多
芸
輪
中
堤
、
一
色
地
内

の
堤
防
、
勝
賀
梶
池
と
鯰
池

の
堤
防
が
破
堤
し
て
い
ま
し

た
。
八
月
八
日
頃
に
は
、
破

堤
地
の
分
水
工
事
（
澪み
お

合
わ

せ
）
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た

が
、
三
〇
日
に
は
再
び
破
堤

地
（
澪
）
が
再
度
決
壊
し
、

高
須
輪
中
は
浸
水
し
た
た

め
、
高
須
町
の
一
部
で
は
舟

で
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。

九
月
二
日
頃
か
ら
再
び
決

壊
口
の
工
事
に
取
り
掛
か
り

ま
し
た
が
、
六
日
に
は
台
風

が
来
襲
し
て
、
高
須
町
全
域

が
三
度
も
浸
水
し
ま
し
た
。

九
日
に
は
多
度
村
の
柚
井
堤

防
と
下
石
津
郡
の
堤
防
が
破

堤
し
、
太
田
輪
中
で
は
床
上

浸
水
二
〇
〇
余
戸
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
連
続
し
た

三
度
の
出
水
で
、
高
須
輪
中

は
壊
滅
的
な
被
害
を
蒙
り
ま

し
た
。
な
お
こ
れ
ら
の
出
水

の
た
め
、
高
須
町
日
新
小
学

校
は
休
校
と
再
校
を
繰
り
返
し
ま
し
た

が
、
被
災
後
の
生
徒
数
激
減
で
学
級
の

編
成
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

七
月
と
九
月
の
災
害
に
よ
る
被
害
を

木
曽
川
流
域
に
限
っ
て
記
す
と
、
死
者

二
〇
六
人
、
負
傷
者
五
三
二
人
、
家
畜

流
亡
四
，
五
二
一
匹
、
流
失
崩
壊
家
屋

一
二
，
六
七
五
軒
、
破
損
・
浸
水
五

八
，
六
九
七
軒
、
耕
地
流
亡
二
，
三
五

四
町
五
反
（
約
二
三
㎢
）、
堤
防
破
堤

八
四
，
九
二
〇
ヶ
所
、
橋
梁
流
失
四
，

七
九
六
ヶ
所
等
に
お
よ
び
、
甚
大
な
被

害
と
な
り
ま
し
た
。

（
四
）
決
壊
守
護
神

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
九
月
八

日
に
、
長
さ
七
〇
間
余
（
約
一
三
〇

ｍ
）
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
た
多
芸
島
地

内
の
杭
瀬
川
左
岸
堤
防
に
、
決
壊
守
護

神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
垣
輪
中

は
、
こ
の
破
堤
で
濁
流
の
海
と
化
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
再
び
水
災
に
見
舞
わ
れ
な

い
よ
う
に
と
、
決
壊
箇
所
近
く
に
小
祠

を
祀
り
ま
し
た
。
当
初
、
小
祠
は
木
造

で
し
た
が
、
風
雨
に
よ
る
傷
み
も
加
わ

り
、
昭

和

三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に

石
碑
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
石
碑

の
裏
に
は
、
当
時
の
氾
濫
の
様
子
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

例
祭
は
決
壊
の
あ
っ
た
九
月
八
日

で
、
神
前
に
供
え
物
を
し
て
、
屋
形
を

立
て
提
灯
を
点
し
、
ま
た
支
柱
を
立

て
、
両
側
に
紅
提
灯
を
二
五
個
ぐ
ら
い

ず
つ
点と
も

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年

の
洪
水
は
、
明
治
改
修
工
事
で
土
地
を

無
く
し
た
農
民
達
を
完
膚
な
き
ま
で
痛

め
つ
け
、
故
郷
を
捨
て
て
遠
く
移
住
す

る
決
意
を
迫
っ
た
洪
水
で
し
た
。
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国
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開
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木
曽
三
川
下
流
域
（
長
島
輪
中
な
ど
）
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　輪
中
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
提
案

輪
中
が
い
つ
形
成
さ
れ
た
の
か
は
、

種
々
の
説
が
あ
る
も
の
の
定
ま
っ
た
も
の

は
な
い
。
土
地
形
成
の
上
か
ら
述
べ
れ

ば
、
木
曽
三
川
の
土
砂
が
堆
積
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
丘
陵
台
地
の
麓
に
扇
状
地
が
で

き
、
そ
の
先
に
半
島
状
の
堆
積
が
始
ま

る
。そ

の
前
後
に
島
状
の
陸
地
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
輪
中
が
形
成
さ
れ
て

い
く
が
、
こ
れ
ら
の
土
地
形
成
に
お
い
て

堤
防
が
人
為
的
に
作
ら
れ
た
か
、
も
し
く

は
自
然
堤
防
を
利
用
し
て
耕
作
地
を
守
る

た
め
の
河
川
等
の
水
の
流
入
を
防
い
で
き

た
。こ

の
段
階
に
お
い
て
大
規
模
な
集
落
形

成
が
行
わ
れ
、
集
約
的
な
農
業
生
産
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
輪

中
が
形
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
輪
中
の

定
義
そ
の
も
の
を
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
、
輪
中
形
成
の
根
本
的
要
素
の

堤
防
や
集
落
・
共
同
体
の
側
面
か
ら
考
え

て
も
こ
れ
ら
の
生
産
地
が
輪
中
か
ど
う
か

を
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

し
、
時
代
的
に
は
ど
の
時
代
に
当
て

は
ま
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
縄
文
期
の
海

進
現
象
が
終
わ
っ
た
の
ち
に
は
土
地

形
成
が
始
ま
っ
て
お
り
、
比
較
的
早

い
時
代
か
ら
開
発
が
進
ん
で
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
弥

生
期
に
お
い
て
は
広
大
な
農
耕
地
、

特
に
水
田
地
帯
が
形
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
の
遺
跡
の
分
布
か
ら
見
る

と
現
在
の
海
岸
線
寄
り
の
か
な
り
奥
で
止

ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
文
献
か
ら
は
奈
良

期
に
は
大
垣
あ
た
り
の
治
水
が
実
施
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
長
島
に
限
っ
て

言
え
ば
「
明め
い

月げ
つ

記き

」
や
「
東
あ
ず
ま

鑑
か
が
み

」
に
は
荘

園
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

輪
中
と
い
う
側
面
の
土
地
形
成
は
、
少

な
く
と
も
江
戸
時
代
初
期
に
は
形
成
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
に
は
、
間
違
い
な
い
。
こ

れ
は
天て
ん

正
し
ょ
う

期
の
地
震
に
よ
り
濃
尾
平
野
が

数
メ
ー
ト
ル
沈
降
し
た
こ
と
で
、
海
岸
線

が
内
陸
部
に
ま
で
進
攻
し
、
翌
年
の
洪
水

で
木
曽
三
川
の
流
路
そ
の
も
の
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
天
正
地

震
以
前
に
も
陸
地
の
形
成
若
し
く
は
初
現

的
な
意
味
合
い
で
の
輪
中
の
形
成
が
進
ん

で
い
た
地
域
に
お
い
て
も
、
い
っ
た
ん
水

没
し
、
再
び
土
地
形
成
が
行
わ
れ
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
間
の
経

緯
が
、
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
の
洪

水
に
よ
る
も
の
か
ら
進
み
始
め
、
江
戸
時

代
初
期
に
お
い
て
完
成
に
近
づ
い
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
慶け
い

長
ち
ょ
う

年
間
か
ら
慶け
い

安あ
ん

年
間
に
か

け
て
は
頻
繁
に
地
震
や
水
害
等
が
起
こ

り
、
長
島
で
の
輪
中
の
形
成
に
つ
い
て

は
、
各
大
字
に
集
約
さ
れ
る
産う
ぶ

土す
な

神か
み

の
成

立
年
代
が
慶
安
年
間
（
ほ
と
ん
ど
が
慶
安

三
（
一
六
五
〇
）
年
）
と
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
一
通
り
の
土
地
形
成
の
完
成

は
慶
安
年
間
と
な
り
、
こ
の
時
代
に
輪
中

が
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の

時
代
以
前
に
も
輪
中
は
成
立
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
降
の
輪
中

に
関
し
て
も
、
土
地
形
成
が
完
了
す
る
と

同
時
に
、
集
落
が
形
成
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
の
集
落
は
、
土
地
開
発
イ

コ
ー
ル
新
田
開
発
で
あ
り
、
田
畑
を
開
発

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
輪

中
内
に
集
落
は
存
在
せ
ず
、
集
落
は
地
形

上
最
も
高
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
水
田
と
し
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て
の
土
地
利
用
が
不
可
能
な
場
所
で
あ
る

輪
中
堤
防
の
天
井
部
分
に
立
地
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
集
落
は
狭
く
長
い

と
こ
ろ
に
、
列
状
に
形
成
さ
れ
て
い
く
。

長
嶋
古
今
図
考
記
（
図

－

一
）
は
、
長

島
輪
中
に
お
け
る
輪
中
の
形
成
を
表
し
て

お
り
、
現
在
の
大
字
程
度
の
小
輪
中
か
ら

数
個
の
大
字
が
集
ま
っ
た
複
合
輪
中
が
合

計
で
七
輪
中
と
し
て
図
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
七
輪
中
に
関
し
て
は
現
在
の
地

図
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

南
部
輪
中
に
お
い
て
は
集
落
を
堤
防
が
囲

む
の
で
は
な

く
、
堤
防
上
に

集
落
が
立
地
し

て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
図

を
現
在
の
集
落

に
あ
て
は
め
て

み
る
と
西
川
、

中
川
、
小
島
、

間
々
、
高こ
う

座ざ

等

の
旧
楠
村
の
集

落
は
堤
防
上
に

立
地
し
て
い
る

こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ

は
独
立
し
た
輪

中
を
形
成
し
て

い
た
と
考
え
ら

れ
、
室
町
期
に
は
一
〇
輪
中
以
上
の
小
輪

中
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
西に
し

外ど

面も

と
松
ヶ
島
で
一
輪
中
を

形
成
し
て
お
り
、
又
木
で
一
輪
中
、
押
付

と
殿と
の

名め

で
一
輪
中
を
形
成
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
部
の
線
が
入
っ
て
い
る

の
は
、
開
発
時
期
の
違
い
か
ら
と
考
え
ら

れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
図
は
江
戸
時
代
の
初
期

慶
長
年
間
か
ら
元
和
年
間
の
も
の
で
あ

り
、
正
確
に
は
元げ
ん

和な

六
（
一
六
二
〇
）
年

に
長
島
藩
主
が
菅
沼
家
か
ら
松
平
家
に
代

わ
り
、
桑
名
藩
松
平
家
に
よ
っ
て
長
島
全

体
で
の
一
輪
中
が
完
成
し
た
と
の
記
述
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
長
島
が
七
輪
中
と
な
っ

た
の
は
、
元
和
六
年
以
前
で
あ
り
、
そ
の

中
で
数
個
の
大
字
が
集
ま
っ
た
も
の
は
そ

れ
以
前
の
形
成
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
室
町
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
の
集
落
か
ら
は

山
茶
碗
等
の
出
土
が
見
ら
れ
、
室
町
期
の

集
落
跡
で
あ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
の

で
あ
る
。

図

－

二
は
、
上
記
の
長
嶋
古
今
図
考
記

に
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
、

縦
横
の
流
れ
所
を
築
き
留
め
長
嶋
一
曲

輪
に
な
さ
し
め
た
ま
う

と
あ
り
、
長
島
全
体
を
一
輪
中
に
築
き

留
め
た
と
き
の
図
で
あ
る
。

元
和
年
中
と
い
う
記
述
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
六
五
〇

年
代
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

時
点
に
お
い
て
長
島
輪
中
は

複
合
輪
中
化
さ
れ
、
長
島
輪

中
と
な
っ
て
い
る
。
図

－

二

の
小
島
・
高
座
・
平
方
を
結

ぶ
線
は
堤
防
で
あ
り
、
中
堤

と
し
て
長
島
輪
中
の
上
郷
と

下
郷
（
後
の
楠
村
と
長
島

村
）
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
堤
防
は
長
島
輪
中
の
駆

け
回
し
堤
防
と
同
じ
高
さ
ま

で
積
み
上
げ
ら
れ
、
共
同
体

組
織
と
し
て
も
実
際
の
取
水

や
排
水
も
分
け
ら
れ
て
い

る
。し

か
し
、
こ
の
時
点
で
の

長
島
輪
中
が
懸
け
回
し
の
堤
防
に
よ
る
連

続
堤
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な

い
。
む
し
ろ
長
十
郎
新
田
付
近
か
ら
揖
斐

川
に
向
か
っ
て
排
水
し
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
り
、
現
在
の
長
島
の
排
水
系
統
も

ほ
と
ん
ど
そ
の
時
の
姿
を
伝
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
取
水
と
排
水
も
同
じ
よ
う
な
系

統
で
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
新し
ん

所し
ょ

か
ら
上
郷
全
体
に
用
水
路

が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
昭
和
四
〇
年
代
ま
で

長
島
輪
中
の
取
水
は
こ
の
場
所
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
上
郷
の
排
水
も
平
方
の
北
と

千
倉
の
間
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。（
現
在

の
排
水
機
場
も
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
あ
る
）

江
戸
時
代
中
期
に
書
か
れ
た
長
島
細
布
に

よ
れ
ば
、

当
村
西
新
田
と
い
う
は
。
答
え
て
、
寛

永
二
丑
年
開
発
す
る
也
。
前
に
は
起
畑
河

田
に
し
て
堤
な
し
。
然
る
に
同
年
枚
方
村

農
夫
開
発
し
西
新
田
と
号
す
る
也
。
定
勝

君
兼
領
の
後
、
堤
を
こ
わ
す
な
り
。

と
あ
り
、
平
方
村
の
西
に
は
堤
防
が
築

か
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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図３　八開地区遺跡分布図

図－１

図－２
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図

－

三
は
、
明
治
時
代
の
初
め
に
描
か

れ
た
平
方
村
絵
図
で
あ
る
。
長
島
輪
中
の

中
央
部
に
位
置
し
、
こ
の
時
代
に
お
い
て

は
図
の
右
側
が
揖
斐
川
で
あ
る
。
図
の
下

方
、
左
右
に
延
び
て
い
る
線
が
、
上
記
の

上
郷
と
下
郷
を
分
け
る
中
堤
で
あ
る
。
そ

の
右
突
き
当
り
が
揖
斐
川
堤
防
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
図
か
ら
は
、
江
戸
期
に
は
す
で
に

堀
田
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
意

図
的
に
揖
斐
川
堤
防
が
一
部
し
か
描
か
れ

て
い
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
な
か
っ
た
の

か
は
判
明
し
な
い
が
、
平
方
村
は
西
か
ら

順
に
見
て
い
く
と
、
揖
斐
川
に
面
し
た
自

然
堤
防
上
に
数
件
の
家
が
連
続
し
て
建
て

ら
れ
、
大
量
の
水
を
必
要
と
し
な
い
畑
が

作
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
堀
田
を
挟
ん

で
神
社
を
中
心
と
し
た
集
落
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
集
落
の
隣
に
は
再
び
堀
田

が
作
ら
れ
て
い
る
。

集
落
形
成
順
か
ら
考
え
る
と
、
図
の
中

央
部
の
集
落
が
揖
斐
川
の
自
然
堤
防
上
に

形
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
東
の
堀
田
が
作
ら

れ
る
。
そ
の
形
成
が
終
わ
る
と
、
新
た
に

西
に
自
然
堤
防
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
列
状
の
集
落
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
間

に
堀
田
が
作
ら
れ
た
。
中
央
部
の
集
落
は

西
の
列
状
の
集
落
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
揖
斐
川
の
川
水
の
直
接
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
自

然
堤
防
を
突
き
崩
し
て
宅
地
の
面
積
を
広

く
し
て
い
き
、
長
島
輪
中
の
中
で
は
わ
ず

か
に
し
か
な
い
列
で
は
な
く
、
面
に
広
が

る
集
落
形
成
が
進
ん
で
い
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
図
の
最
も
特
筆
す
べ
き

こ
と
は
、
揖
斐
川
か
ら
す
べ
て
の
屋
敷
に

水
路
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま

り
、
直
接
他
地
域
か
ら
、
舟
で
運
搬
移
動

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

明
治
時
代
に
な
っ
て
も
連
続
堤
で
は
な

く
、
輪
中
内
の
水
路
の
水
位
と
揖
斐
川
の

水
位
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
揖
斐
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
と
堀
田

部
分
が
遊
水
地
と
な
り
、
家
屋
へ
の
浸
水

を
食
い
止
め
て
い
た
が
、
遊
水
池
が
満
水

に
な
る
と
家
屋
へ
の
浸
水
が
始
ま
る
が
、

こ
の
時
に
は
、
家
屋
の
戸
を
す
べ
て
開
け

放
し
て
、
増
水
し
た
川
水
が
家
屋
の
中
を

通
り
抜
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し

て
こ
の
集
落
で
は
ほ
と
ん
ど
の
家
に
水
屋

が
あ
り
、
家
屋
が
浸
水
し
て
い
る
間
は
、

水
屋
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

因
み
に
家
屋
を
川
水
が
通
り
抜
け
る

為
、
家
屋
の
周
り
に
は
屋
敷
林
が
あ
り
、

流
木
等
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
冬
季
に
は
防
風
林
の
役
割
も
果
た
し

て
い
た
。

な
お
、
当
時
は
薪
や
柴
を
確
保
す
る
こ

と
も
日
常
生
活
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
農
機
具
も
自
家
製
で
あ
る
た

め
、
こ
の
屋
敷
林
は
大
切
に
守
ら
れ
て
き

て
い
た
。
特
に
水
屋
に
は
多
く
の
土
が
使

わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
き
な
木
が
植
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
木
か
ら
得
ら
れ
た
薪
は

正
月
な
ど
の
慶
事
に
使
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
屋
敷
林
を
形
成
し
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
石

垣
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
土
盛
り
で
あ

り
、
土
砂
の
採
取
は
揖
斐
川
か
ら
の
私
的

な
浚
渫
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。集

落
の
周
り
が
堀
田
で
あ
っ
た
こ
と
や

そ
の
地
域
全
域
の
高
低
差
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
屋
敷
と
田
へ
は
舟
が
移
動
で
使

わ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
揖
斐
川
ま
で
も

屋
敷
か
ら
直
接
舟
で
行
く
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
た
め
舟
が
運
搬
ば
か
り
で
な
く

移
動
の
手
段
と
し
て
も
使
わ
れ
た
た
め
、

ど
こ
の
家
に
も
舟
が
あ
り
、
玄
関
先
に
は

舟
が
つ
な
が
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
浸
水

時
に
は
水
屋
の
大
き
な
木
は
、
貴
重
な
舟

を
つ
な
ぎ
と
め
る
働
き
も
し
た
た
め
に
舟

つ
な
ぎ
の
木
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
明
治
改
修
以

前
の
長
島
輪
中
の
平
方
村
に
は
揖
斐
川
に

対
し
て
の
連
続
堤
は
な
く
、
ま
た
、
石
垣

を
積
ん
だ
家
も
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ

た
。
ま
た
、
浸
水
時
に
避
難
を
す
る
と
い

う
概
念
も
な
か
っ
た
た
め
、
避
難
場
所
も

な
く
、
軒
先
や
水
屋
に
舟
を
あ
げ
て
お
く

習
慣
も
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
後
、
明
治
改
修
に
よ
っ
て
木
曽
三

川
が
分
流
さ
れ
る
と
同
時
に
、
近
代
治
水

（
西
洋
治
水
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
連

続
堤
が
形
成
さ
れ
、
圦い
り

が
水
圧
に
耐
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
樋
門
や
樋
管
と
な

る
こ
と
で
、
輪
中
そ
の
も
の
の
概
念
や
堤

防
に
関
し
て
の
概
念
も
変
わ
り
、
現
在
の

よ
う
な
堤
防
に
よ
っ
て
住
空
間
と
河
川
と

の
仕
切
り
が
作
ら
れ
て
、
浸
水
す
る
水
防

か
ら
堤
を
守
る
水
防
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ

た
。
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美
女
と
惣
左
衛
門

　（
高
山
市
朝
日
町
）

村
は
ず
れ
に
惣
左
衛
門
と
い
う
腕
の
い
い
猟
師
が

住
ん
で
お
り
ま
し
た
。

あ
る
朝
、
池
の
ほ
と
り
で
獲
物
を
待
ち
か
ま

え
て
い
る
と
、
霧
の
中
か
ら
眼
も
さ
め
ん
ば
か

り
の
美
女
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

美
女
は
「
私
は
村
の
人
と
初
め
て
お
会
い
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
何
か
の
縁
で
し
ょ
う
。」
と
い

い
、
二
人
は
夫
婦
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、

女
は
、
自
分
の
こ
と
は
、
誰
に
も
話
さ
な
い
よ

う
惣
左
衛
門
に
約
束
さ
せ
ま
し
た
。

や
が
て
、
二
人
の
間
に
子
供
が
生
ま
れ
、
年
を
重

ね
て
い
き
ま
し
た
が
、
女
は
い
っ
こ
う
に
老
い
る
こ
と
が
な
く
、
美
し
い
容

姿
に
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
っ
ぽ
う
、
惣
左
衛
門
は
齢
を
と
る
ほ
ど
に
、

こ
れ
ま
で
の
出
来
事
を
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

日
増
し
に
膨
ら
む
思
い
を
こ
ら
え
き
れ
ず
、
あ
る
日
と
う
と
う
、
一
部
始

終
を
村
人
に
話
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
夜
の
こ
と
、
惣
左
衛
門
が
家
に

戻
る
と
、
女
は
大
蛇
の
姿
に
な
っ
て
子
供
と
と
も
に
池
に
身
を
投
じ
ま
し
た
。

す
る
と
、
池
の
水
が
い
っ
き
に
溢
れ
て
洪
水
と
な
っ
て
村
の
ほ
う
へ
流
れ

だ
し
ま
し
た
。
惣
左
衛
門
が
必
死
で
水
を
く
い
と
め
よ
う
と
思
っ
た
瞬
間
、

そ
の
姿
は
大
き
な
蛙
の
形
の
岩
に
変
じ
て
濁
流
に
呑
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

洪
水
が
流
れ
込
ん
だ
川
の
底
に
は
、
今
も
蛙
の
形
を
し
た
大
き
な
岩
が

ど
っ
し
り
と
座
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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表紙写真

上
「秋神貯水池」（ダム堤体側から上流を望む）
　旧朝日村の中央を横断する国道 361 号を東に進み
秋神トンネルを抜けると、右手に秋神ダムの貯水池が
広がります。写真の奥の建物は中電の管理所で敷地内
に「ふるさとの森」記念公園が整備されています。

下
「飛騨川」（旧久々野町小屋名）
　朝日・秋神ダムが出来たことで、下流の飛騨川は水
量が減り、風景はもとより、人々の暮らしと川の関わ
りもずいぶん変わったと云われています。

　歴史記録は、前号より「木曽三川下

流域の豪雨災害」について、２回に渡

り連載しました。

　なお、この資料は、創刊号からの全

てが木曽川下流河川事務所ホームペー

ジよりダウンロードできます。
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